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	講演の概要
　　生態学における群集とは、ある時間・空間スケールで観察される種の集まりである。群集生態学の中心課題は、さまざまな群集構造が成立する一般則を明らかにすることである。近年、それぞれの種、または個体の生態学的特性（トレイト）と、環境および群集構造の関係を明らかにする試みがなされている[1][2]。
　環境条件が与えられ，存在する種のトレイトがすべて明らかである理想的な状況では、生物群集を構成し、将来の環境変化に対する群集構造の変化・応答を予想することは理論上可能である。しかし実際には，生物の機能に関わるトレイトは多岐にわたり，その多くは実験的に測定することは難しい。そのためパラメータの数は莫大となり、モデルによる計算は困難を極める。この困難を克服するためには、様々なトレイトの中から、群集を構成する上で鍵となる少数のトレイトを見いだす必要がある。
　The plankton paradoxとして知られるように、植物プランクトン群集は非常に多様である。細胞のサイズには、体積にして10の9乗もの幅がある。比較的単純な生活様式をもつ植物プランクトンの細胞サイズに、なぜこのような大きな違いが見られるのだろうか？
　本講演では，植物プランクトンの増殖に関わる様々なトレイトを「細胞サイズ」という単一のトレイトで表し，その進化適応動態を解析した最近の研究を紹介する。まず様々なトレイトのサイズ依存性を、理論とデータの両面から解説する[3][4]。次に植物プランクトン（珪藻）のトレイトと細胞サイズの関係を組み込んだ進化適応動態モデルの例を紹介する[5]。
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